
《伊仙町立面縄小学校の実践例》
単元の系統性や家庭学習課題と１単位時間のつながりを意識した指導計画の作成

６年 体積の公式

（２） 指導計画の作成

家庭学習課題と１単位時間のつながりを明確にするために，指導計画を作成し，１単位時間

で学習する内容とこれまでに学習していて関連していることを明記するようにした。

※ ▲は，本時で学習した内容の復習問題であり，◆は，次時に関係のあるこれまでに学習した内容

の課題である。

ア ①→②について

本時で直方体の体積を求める学習

をしたので，学習内容を定着させる

課題（▲）と次時の立方体の体積を

求めるときに活用するこれまでに習

った内容の課題（◆）を与えた。

③

▲ 家庭学習課題を生か

し，◇×△＝２０を基

に体積が２００㎤にな

る箱を作らせる。

◆ 面積（㎡）の課題

○ たて，よこ，高さの積が２００

㎤になる場合を見つけられない児

童には，高さを１０㎝に設定して

たてとよこの長さを考えさせる。

【関】たて，よこ，高さを考えて，

様々な箱を作ろうとする。

○ たて，よこ，高

さを考えて，体積

が２００㎤の様々

な箱を作る。

②

▲ 体積の求め方が定着

するように問題を解か

せる。

◆ ◇×△＝２０が成り

立つ数字さがしの課題

○ 既習の正方形の面積の求積公式

と関連づけて考えさせるようにす

る。

【表】直方体や立方体の体積の求積

公式を用いて，体積を求めること

ができる。

○ 立方体の体積の

求積公式を理解す

る。

○ 直方体と立方体

の体積の求積公式

の理解を深める。

①

▲ 体積の求め方が定着

するように問題を解か

せる。

◆ 正方形の求め方につ

いての課題

○ 体積を求める公式を分かりやす

く説明するために，１㎤で作った

直方体を用いながら指導する。

【知】直方体の体積の求積公式が分

かる。

○ 直方体の体積を

求める公式を，１

㎤の立方体の数を

求めることで導き

出す。
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家庭学習との関連教師の指導と主な評価観点主な学習活動小単元

本時の復習問題（▲）

 次時に関係の 
ある問題（◆） 
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イ ②→③について

本時で立方体の体積を求める学習

をしたので，学習内容を定着させる

課題（▲）と次時の体積が２００㎤

の箱を作る際にヒントとなる課題

（◆）を与えた。

６年 文字と式

１単位時間の授業と家庭学習の課題を関連させた例

本時の復習問題（▲）

 次時に関係の 
ある問題（◆） 
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3

（中略）

研究の成果として児童から以下のような声が聞かれている。

① 宿題をすることで，次の授業が分かりやすくなった。

② 今までよりも，算数を簡単に感じるようになった。

③ プリントを見返すと，ヒントがあるので便利だった。

そして，「授業と家庭学習課題を関連させることで，児童は学習内容を理解しやすくなると感

じることが分かった。また，家庭学習課題と授業で用いたワークシートを綴って授業で活用する

ことは効果的であることも分かった。」と報告している。

さらに，次のような指摘もなされている。

ア 単元末テストでは，８割を超える通過率になっている。家庭学習と授業をつなぐ「予習→

授業→復習」のサイクルを確立し，１単位時間の中で学習内容を身に付けさせることができ

たと判断してよい。

イ 単元の系統性を意識することで，既習事項を生かしたり，これまでに習ったことを復習し

たりしながら指導を行うことができた。

ウ 家庭学習課題と１単位時間のつながりを意識した指導計画を作成することで，既習事項や

これまでの学年での学習を確認し，単元全体を見通した指導を行うことができた。

エ 家庭学習課題と授業の内容を関連付けることで，児童がスムーズに学習に取り組めるよう

になり，習熟の時間が確保できた。（授業の効率化を図ることができた。）

オ 授業と連動した家庭学習を与えることは効果的である。今回の実践を基に，他の単元や教

科などにもいかしていきたい。


